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第941回例会 2017年 (平成29年 )7月 13日 (本 )本 日のプログラム「クラブ協議会 (年間活動方針発表)」

前回第940回例会 (7/6(木 ))の 報告 於 :東急REIホテル ‖ ◆庄 nl教克君・ [I]中 応征君・小川ちえみ君
夏迫会長、中村幹事、 一年間宜 しくお願いします c【会務報告】幹事 中村聡

/ょ うオよ。Эロータリーの友、大重ガバナー月信最終号、押川ガバ 1年間楽しみまし

ナー月信7月 号をお取 リ ドさい。

2来週
"1会

後、定例理事会を行いますt

3鹿児島束RCよ り「ホリオ撲減チャリティーノヽ一ティーJ

ζ地区の広報・公共イメージ部門クラブ委員長会議が、

T/151土 )13:00～都城メインホテルにて行わオ1ます。

(藤崎委員長、三浦委員出席予定 )

3上期会費納入を7月 末までにお願い致します。

◆夏i菫 丈男√:・ [11本 1聡 イヤ

今 L]ま 2017～ 2018年 度第 1回 例会とな りました。今「]

から1年間どうぞ宜 しくお願い致 します。

◆川原篤雄君

夏迫会長中村幹事丸の出港をお祝いします。前年同様、

若い乗組員をお誘いし入港できますよう、皆で頑張 りま

しょう。

◆西孝一君

夏迫会長、中村幹事、一年間楽し

ることを祈っています。

◆永田優治君

昨日r_/、の会長年度入会者、残留現会員4名 と推薦者2名

による入会 10周年の会を行っていただき、有難うござい

ましたt(岩 ド、 III中 、森迫、本本会 li)
◆前 ||l ll:十 イ|

夏迫会 I_、 中村幹事、 ´年間IIし くお願いします=it
た初回だというのにSAAを 欠席してゴメンナサイ.
◆国師博久君 。佐藤俊 ―君

夏迫会長、中村幹事、 ‐年どうぞ宜 しくお願いします。

◆池田耕夫君 。野元博志君・森妙子君 。柳橋國博君

。梅木安子君・藤崎克己君

夏迫会長、中村幹事の門出をお祝い申し上げます。体

《ニコニコBOX累 計額 ¥22, 000-》
【米山功労者表彰】 (写真左)

。第4回マルチブル米山功労者 (累計40万 )右田省二君
。第2回    〃      (累 計20万 )永田優治君

。川原篤雄君…ガバナーエレク ト、on toト ロン ト委員

会昌1委員長、4じ会・災害復興支援委員会、

地区戦略計画委員会委員、地区青少年育

成基金委員会委員、拡大・増強部門副部

門長、新クラブ拡大委員会鹿児島県チー

ム委員長

・松田泉君…4G会・災害復興支援委員会、地区青少年育

成基金委員会委員

参加へ|)お ネL状愛の聖母閑よ |'お ネLlkが九!itヽ ています。 に気を(ヽ |けてがんばってネ116名より
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2017～ 2018年度  国際ロータリーのテーマ
第2730地区のテーマ

クラブテーマ

「ロータリー :変化をもたらす」
「ロータリーを知り、理解を深めよう」
「プラス1の行動を !」



【プログラム】会長・幹事 就任挨拶
会長挨拶             会長 夏迫文男
皆さんこんにちは !鹿児島サザンウインドロータリー

クラブ第22代会長を拝命致しました、夏迫文男です。会

長という重責を担うことになり、身の引き締まる思いで

あります。楽しいロータリークラブを目指し、中村幹事

と共に精一杯努めさせていただきます。皆様方のご支援

ご協力をよろしくお願いたします。

さて、今年度クラブテーマを「プラス 1の行動を !」

といたしました。「プラス 1の行動を 1」 とすることに

より、変化をもたらしましょう。いつもと違う積極的な

行動をすることにより、何かが変わるのではないでしょ

うか。2016年規定審議会で、例会の頻度、場所、方法お

よび会員種類などについて、クラブが決めることができ

るようになりましたが、楽しいクラブがあってのことだ

と思います。また、クラブにとって一人一人の会員が大

事であり、皆さんがサザンウインドの会員であるからこ

そ成り立っていると思います。そこで皆さんが、このク

ラブでもっと楽しめるように、一人一人が、大事にされ

るように、「プラス 1の行動を l」 を通して積極的に関

わって頂きたいと思います。大きな行動を起こしなさい

と言うのではなく、ほんのちょっとしたことを、しましょ

うよと言うことです。例えば、例会出席を今までと同じ

時間帯に行くのではなく、少し早く行って、何か手伝い

をすることはないかなど、今までよリー歩踏み出して考

え、行動することで、今まで以上の結果が出るのではな

いでしょうか。そのような気持ちから今年度テーマを

「プラス 1の行動を l」 といたしました。楽しいクラブ

づくりが出来ますように、皆さんの色々なアイデアを頂

ければと思います。自分ができる何らかの行動を、プラ

スにして、更に協力し合えるクラブになることを目指し

ましょう。

さて、当クラブも節目である20年 も無事終えることが

でき、今年度からは新たに先輩たちが築いたものを大事

にしつつ、また、20年の経験を生かし、30年、40年 に向

かってさらに成長するために新たな第一歩を踏み出す年

度になります。ロータリーの目的には、「意義ある事業

の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むこと」、

そして、個人生活、職業生活、社会生活等、人生のすべ

ての面で「奉仕の理念」を研鑽、実践を行うこととあり

ます。新たなる第一歩を踏み出す年度として、目的の根

幹である「奉仕の理念を奨励し、育むこと」に焦点を当

て、実践することで、お互いの信頼関係を構築し、それ

ぞれが親密になり、率先して人を助けたり、手助けする

ような間柄になるように努めていただきたいと思います。

そして、私たちの行動や発言が支援をもらえるように、

社会から認められる事業、社会が応援してくれる活動が

できるよう、みんなで力を合わせ、取り組んでいきたい

と思います。

また、今年度は、2018～ 2019年度国際ロータリー第27

30地区川原ガバナーのエレクト年度でもあります。クラ

ブとしてすべてのことに携わり、準備をする年でもあり

ます。奉仕理念を基礎として、当クラブの会員が一つσ)｀

チームになり、力を合わせ協力して多くの知恵を出し、

より良い 1)のを41iみ |||すようご協力をお願いします。

今年度 RIイ アンH.S ライズリー会長υ)テーマは、
「ロータリー :変化を 1っ たらす」です。ロータリーが奉

仕活動で知られ、成長・存続 し、ますます力をつけなが

ら地域社会に、国に、そ して世界に 「変化をもた らす J

ことができると信じて活動することだと仰っています。

活動方針

クラブのサポートと強化

人道的奉仕の重点化と増加

ロータリー公共イメージと認知度の向上

を掲げております。

また、2730地区のガバナーは、押川弘己 (宮崎北RC)

ガバナーです。地区テーマは、「ロータリーを知り、理

解を深めよう」になっています。その理念のもと、実践

に重きを置き「変化をもたらす」行動で、ロータリー活

動に突き進んでいくことに奉仕の喜びと感動を感じなが

ら、地域社会そして、人類に対して何を成したか、また

どのような変化をもたらしたか、そのことが十分に感じ

られた時、そこに地域社会に奉仕するロータリーの繁栄

があり、喜びがあることでしょう。そのような願いを込

めて、実践に重点を置いた地区活動を推進してまいりま

す。と言っておられます。ロータリーの奉仕理念を基礎

に活動していくことで、地域社会、国、世界はもとより、

ロータリークラブにも変化をもたらすことができると考

えています。

当クラブは、創立21年 目を迎え、50名の会員を擁し、

女性会員の多いクラブであり、とでも和やかな雰囲気で、

一体感のあるクラブであります。さらに魅力的なクラブ

となるよう、ロータリーの基本に立ち返り、理解し、そ

して自分ができる何らかの行動をプラスして変化をもた

らすよう取り組んでいただきたいと思います。一年間、

ご指導とご協力をいただきますようよろしくお願いいた

します。

1.奉仕の理念をクラブ活動で実践

クラブ活動の成否は、一人ひとりの会員の主体性と自

主性にかかっています。会員満足度 (充実感・参加意識・

やりがい)を高めていけるようみんなで、環境を作って
いきましょう。ありふれた対応からはありふれた反応し

か返ってきません。奉仕の理念を基礎に、自分でできる

ことを実践して協力し合いましょう。クラブ事業や委員

会事業を行い部門で情報を共有しながら、信頼関係を高

め、各種事業に全員参加できるようにしましょう。

2.会員親睦が強化できる例会の構築     ‐
ロータリー大学を例会扱いとし、例会ではできない意

見交流を取り入れた夜間例会にしたいと思います。

3.障害者スポーツの継続

昨年に続き、障害者スポーツ (車いすバスケット)を
通して、障害を持つ子供たち及び新世代の青少年に感動 。

夢 。勇気を与え、頑張って努力する心を培うことを目的

としています。この事業を通して、みんなで助け合いな

＼、
'                          

ノ



がら、 ノ、に奉仕する喜びを高めていくことが、奉仕のtF■
念を育むことにつなげられればと思います。また、友好

クラブの宮崎東ロータリークラブと共催することも検討

してみてください。平成30年 4月 22日 鹿児島アリーナ
4.職業奉仕で公共イメージ認知度の向上

市民にロータリーをブランドとして認識してもらう為

に大切な事は、我々ロータリアンー人一人が誰からも尊

敬と信頼される社会人・職業人として存在する事が最高

の広告塔で、公共イメージ認知度の向上につながります。

・奉仕理念を基礎として職業奉仕に心がけ、自分の行動

に気を配るようにしましょう。

・ロータリーは、奉仕理念をもっている人たちの団体で

あることを発信しましょう。

。そして、ロータリーの歯車の徽章は、ロータリーの会

合に行くときだけではなく、いつも着用するようにしま

しょう。
。私たちがロータリーで経験した感動的な体験について

語りましょう。

各部門へのお願い

「SAA」

例会や会合が秩序を守り、会員の親睦がかたよること

なく、楽しく朗らかに行われるように、例会運営をお願

いします。

「クラブ運営部門」

例会の重視。例会は、お互いの心に触れ感動を見出す

ことこそ、心を研ぎ澄ます場であり、感動を見出す場で

もあります。企画運営する皆さんの心のこもったもので

なければなりません。SAAと 協力し、楽しい例会、親
睦活動を通して友情を深めましょう。

1.プログラム委員会

クラブ例会や臨時の会合のプログラムの作成をお願い

します。会員自身の職業をPRすることを重視するよう
にしましょう。会員卓話は、特に新入会員及び3年未満

の会員を優先してください。

2.出席委員会

あらゆるロータリーの会合に出席することを奨励し、

その方法を考察しましょう。

3.親睦委員会

会員相互の親睦を図り、奉仕活動を容易にさせるため

に、「一人ではできないこともみんなで力を合わせれば

できる」ことを計画しましょう。

「会員組織部門」

1.会員増強委員会

女性会員と若い世代の会員の入会を促していくための、

効果的な方法を検討してみてください。純増 1名 を目標

に取り組みましょう。

2.会員選考・分類委員会

規定審議会で、会員身分の条件を簡素化してあります。

「善良で、高潔性、リーダーシップを持ち、よい評価

を受け奉仕の意欲のある成人とする。」とあります。会

員として適当であるか否かを選考し、理事会に報告して

ください。

:報
委員会              

｀

:報を継続的に提供し、地域社会にあった

タリーについて知ってもらうようなプロ

′てみてください。R大学の担当もお願い
｀
テーマ「プラス 1の行動を」 一歩踏み
|チャレンジ」をテーマに考えてはどうで

、新入会員には、会員研修を行いロータ

的、活動について情報を提供し、その責

理解してもらってください。

員会

l録の発行と保存が任務です。クラブの歴

重要。広報は、クラブのためになる宣伝

てください。ロータリアンー人一人が、

1会にネットワークを広げ、いろいろな人

ケーションをとることを心がけ、地域社

い上げることが大切です。また、ホーム

お願いいたします。

クト部門」

1業に奉仕する機会を作っていただきたい

人でも多くの会員が、自分の仕事を知っ

作ってほしいと思います。

会

ラブにおける奉仕活動の原点である職業

例会や月間などを通して、会員の職業を

検討してください。

会

―ズに応じて、可能な範囲で他の団体や

1助するとともに、いろいろな人たちとコ

ンを図るようにして下さい。今年度も宮

クラブと、障害者スポーツを通して感動

しょう。また、環境保護と温暖化抑止の

員と同じ数の植樹を行うことを検討し、

しましょう。

員会

う青少年を健全に育成するための努力を

ればならない責務があります。インター

き支援していかなければなりません。多

を呼びかけましょう。また、交換留学生

なければなりません。毎月ホームクラブ

さんと交流を深めて頂きたいと思います。

団部門」

―財団や米山記念奨学会に拠金し、資金

す。この制度で、どのような奉仕活動が

ど、会員に周知して下さい。

団 。米山記念将学会委員会

オンラインツールが大幅に改善され、ク

サポートするための数々の大きな変更が

になり、ロータリー財団補助金の手続き

やすくなったそうです。また、米山記念

に来て勉強している留学生に奨学金を支

の奨学制度です。日本をよく知り、ロー

解者となってもらうことが目的です。会

活
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「公共イメージ部門」 員への周知をお願いいた します。
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国際奉仕委員会

1可 1際 |||lυ )｀ 11和 、親 |キ及び I里解を深めるためυ)方策につ

いてllll究 し、会itを援 ll」指導するυ)が任務とあります。

姉妹クラブであります台北 rI・1山 L]一 ク リークラフとの友

好 1判係を継続・発なモを|×|っ ていきたいと思います ,

「特別1委員会二

l CLP長期ビジョン委員会

20周年 |,終え、鹿児島サザンウインドロー タリークラ

ブυ)よ つ良 tヽ 木来にするために、 irlた なクラブ運営の ll

標を設定 しな |ナ オlばな りません。楽 しいクラブライフを

構築し、楽 しく日―タリーライフを過ごせるように、会

itの皆さんと様々な議論ができオlば と思 tヽ ます。女性会

員と若しヽL代の会員の人会を促 していくための、効果的

な方法 t,検討したいと思います。長期的なビジョン 。戦

略と継続的な取 りれlみが必要です。クラブの委員会や I里

事会などにオブザーバーとして積 llt的 に参加|し 、色々な

意 ;と を聞しヽて
/〉
後の参考にして |,ら tヽた tヽ と思います

=
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次々年度会長 |シ指名を行うこと1,|1的 とします t

幹事挨拶 幹事 中村聡
2017年 ～2018年 度の幹事を拝命させていただきました。

会員の皆様どうぞよろしくお願いいたしますこ昨年度ク

ラブは、20周年を迎え様々な記念事業を行いました。新

た /ょ 幕|IH iり とな‐フた事業や
′
〉までの事業υ)lllな る深化な

ど、 1カ )|<切 りの年度としてはとて羊サイ∫意義でまた実
つある活動で |まなかったでしょうか。九頭に立ってごkt

ノノtヽただきました森会長、野元14事、さらには会員の皆

転
^二
こ■ ■二 :こ ゴ、ました=感言1中 し LIギます =

さて皆様ご存知のとおリロータリークラブt77始 まりは、

19054112月 28日 の夜ホール・ハ lリ スと3ノ、の友ノ、が集まっ

たことから始まりました,・ 1時の ||た の中 |ま
「
だまさオ1た

ノ、が悪い : と tヽ う商取り|ん ま`か′りと通る ||た 0)|||で した t

こ」)ま まで まt,1すないという意識υ)中 で4ノ、が集まりま

したしそぎ,約 1年後 1906年 には、30名 の仲間が加わ リシ

カゴクラブが誕生しました。友を求めて集ま 1し た L]一 タ

リー |ま、その中でまず信頼が培わオl、 そして仲間」じ絆つ

ま |〕 親H十がよ |シ 強 |:‖ に結ばオlま したこ友となるに |ま、お

/1い 0レイ:i頼がとて +1人りJだ とl思います
=

/〉
年のクラブテーマは、プラス 1の行 illJを |ですt夏

迫会長は、今年 |ま新たな第 ^歩を踏み出す年度として、

お互いの信頼関係を親密にし、率先してノ、を助けた り、

手助けするような間柄になるようにとc

今年はクラブとして次の30年そ して10年 、さらに 100

年後へυ)繋 tヽで tヽ く年で |)あ りまた川原ガバナーエレク

ト年 1主で 1,あ 7り ます。また台北「十二山RCと の lK llク未クラブと

して lllた な事業への取 り組みの|り「究 (lt体 的には27301也

[κでは延岡束RCし か取 り組んでいないグローバル補助金

を活用した取 り組みです。)や鹿児島純′とヽIACの 活動支

援や H年 目を迎えるRCCサザ ンフレンズ支援、青少年奉

|十活動では、・ 1ク ラブがスホンサーとなり海外からl17留

学
′
li受 |サ 入れや宮崎束RCと υ)共 同‖‖催の :|[い すバスケッ

トボール大会などさまざまなキ11動や支援等あります。そ

んな年 1芝だからこそ本年度クラフテーマであるフ
・
ラス1の

をがとても大切になると思います。

″、t,かつてそうだ シたのですが、人会したての頃|まよ

くRCの ことが分からず例会に出‖「 していましたして十′役

を(「 さオlていくうちになんとなくRCと は
｀
Pが 少しIジつて

t,分かってきたような気がします。 ‐昨年度、日午年度入
会して tヽただきました皆様、分からないことがありまし

たらいつで t,声 をか |り てください。また諸先輩方、 ~幹

事、なんかお前だめだよ」等いつでキ,い いめでロヒ咤激励

ありましたら24時間思 tヽ 1ヾ‐フたらいつで |)ご指導お願 tヽ

いたしますも

最後になりますが、冒頭でお話しさせていただきまし

たが、1906年4人の友が、お互いの信頼を基にロータリー

クラブが発足しました。仲間の絆あってこそのロータリー

だと思います。今年のクラブテーマは、プラス 1の行動

を 1です。率先して人を助けたり、手助けできるような

間柄になっていけるよう幹事としても会長を支え私自身

も率先して皆様をサポー トできるよう 1年間がんばって

いきます。

左)夏迫会長

右)中村幹事

左からロータリーの友を紹介される藤崎会報・広報委員長

ニコニコBOヽを紹介される森親睦委員長

食事前コメントの漬円会員

次回 (第 942回 )例会のお知らせ

|1時 :2()1741i7サ 120111木 )12:30～ 18:30

場 情 :東急 RElホ テル2F
7・ ロデラム:ク ラブ協議会 (決算報告・予算説明 )

940回 7月 6日 (木 ) 5251)

回6月 15H I本う言丁正 53(51)

市内他 RC例会プログラム

☆は、「己帳受 fヽ |イ」り       (ホ ーι、クラブ例会l場 )

鹿児Iみ RC 7月 1(金 )定伸|ィ々円18:30～      (III形 たヽ )
Ill央 RC 7ァ

/171り 1)祝 ロイ本会           (III形 屋 )

東南RC 71181火)委員会活動計画i      (サ )ロイヤル)

城西RC 7/18(火 ,ク ラブフォーラム (クラフ'研修)東急REI)

南RC 7/19(水 )祝 日休会           (サ シヨイヤル)

西RC ★71191水 )ワイヤサイト・ミティガ 18:30～   (lll形 屋 )

l■ll打 RC7/19(水 )ク ラブ協議会 (決算・ 予算) ((ル うづき )

東RC 71201本 )クラフ協議会 ((1公式訪 1占 1前 )(サンテイス'ル )

北RC 7/201イく,ク ラブ協議会 年間活動計 ll  (レ シ7'ラント)
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